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「スマホ」

造園工事、植木の植栽、伐根作業、剪定など色々工事依頼がありますがここ最近圧倒的に多いカテゴリーが「リガーデン」一度作られた庭

の作り直しです。納得いかない、何かイメージと違う、使い勝手が悪い、癒されないなど理由は様々です。

お庭造りに必要なことが「庭に何を求めるか」ということだと思います。いくら見た目が良くても使い勝手が悪ければ良い庭とは言えません。庭木を植えすぎて

管理できないというのもまた本末転倒。生活スタイルに合わせた庭造りということが重要です。

当園の設計は専務がメインで行いますが専務がいつも依頼者に「趣味はなんですか？」「お子さんは何歳ですか？」など庭造りに一見関係ないことを聞いている

ように思いましたがそういうことなんですね…。お子様のためにお庭に仕掛けを作ってもせいぜい2.3年。その後の使い道 あり方まで考えて設計をしないと作り直し

の一途を辿ります。「早く中込造園に相談すればよかった」というお声を良くいただきますが専務はいつも「いや、これが切っ掛けで出会えたので良しとしない

と」という言葉をかけています。社⾧も「庭にかかった費用を取り返す内容にしてあげたい」といつも言います。

私たちはお客様の思いを形にする お客様の手に代わって実現させる事が使命ですのでこれからも良いお庭を作ってまいります。甲府市 Ｏ様邸

9月末に甲府市のO様の植え替え工事と、甲斐市O様のリガーデン工事がありました。

造園通信の編集都合上、次月にご紹介させていただきます。
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お彼岸が過ぎ、朝晩と気温が下がり過ごしやすい季節となりました。寒いところですと

紅葉が始まります。それでも日中はまだ気温が高く庭木もまだまだお水を欲しがる時期

ですので水切れに注意してください。芝のあるお宅では油断しないようにお願いしますね！

もう少し寒くなると落葉樹は込み合った枝を取り除く剪定の時期になります。

この夏に害虫被害がなかったかも是非確認してくださいね！

家裏のスペースを植栽スペースに。

レッドスター、ドラセナを植栽しチャート石

を敷き詰めロックガーデンに一新しました。

植栽は控えめですが面積

もあるのでインパクト

がありますね！

とてもオシャレです★

～お庭ご紹介～

【10月造園施工の予定】

北杜市 M様宅

お待たせしております。

順次お伺いさせていただきます

甲斐市K様邸
酷暑の夏に工程を刻みながら日数をかけて施工しました。整地から始まり、植栽、ウッドフェンス、芝（ＴＭ－9）

を張り劇的に一新しました。施主様からも「庭を眺めては癒されています」という施工後のお言葉も頂戴しご満足

いただけて本当によかったです。

寒くなってき

たよ・・
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笛吹市S様邸
8月にした工事を終え

9月に芝の工事をさせてい

ただきました。

お子様も思い切り遊べます

しＢＢＱも存分に楽しめます！

また様子を見に伺いますね！

Befor

After

北杜市H様邸

リガーデンの依頼です。外構屋さんにお任せをした結果…。飛び石は渡り6分景4分という原則がありますが無視されていました。。

アオダモ株立ちもかなり寂しいもので施主様もこれにはがっかりしていました。ご依頼を受け挽回を図り 素晴らしい豪華なお庭に一新しました！

Befor

After

昭和町 K様邸
玄関先に植栽を

追加したいとの

ことでソヨゴを

追加植栽させて

いただきました。

既存の石がインパ

クトがありますが

ソヨゴがあることで

イメージが柔らかくなりましたね。

甲府市 K様邸
こちらも玄関先にアオダモと主庭の植栽スペースにオリーブを迎え

ました。植栽があるだけで木陰も出来ますし 成⾧や変化も楽しみに

なりますね！

甲斐市のお客様
シンボルツリーのオリーブが害虫被害にあってしまったため

アオダモに入れ替えたいというご依頼を頂きました。

東側にあった庭木も枯れてしまったとのことで

アオダモとシャラを

植えました。

オリーブも可愛く

て存在感があった

のですがアオダモ

を植えて涼し気な

感じになりました！

造園業界にはいろいろな作業をするのに

本当に多種多様な機材や重機があります。

当然一般家庭で使わないようなものばかり

なのでその一つも高いというのは仕方が

ないのですが道具はとても重要です。

下地工事で必需となる転圧プレートの調子が

悪いということで、道具の重要性をよく理解している社⾧はその言葉を聞いた即日

即手配。経営者でよくあることが「まだ使えるだろう？」「なんとか直せ」という

のはありますがうちの社⾧はそこがほかの経営者と異なります。

トラックが大きければな…とぼそっと言うだけで「おい買ってこい」。秒です。

我々の労働環境はこの判断で救われています。

ということで新しくプレートを一新しました！

試運転する様子

社⾧：おい　この操作はどうやるんだ？

ひ：これは…、専務に聞いてきます（解決）

社⾧：おい　これはどうやるんだ？

ひ：これは…、専務に聞いてきます（解決）

社⾧：あれ、これってどうやるんだ？

ひ：これも…、専務に聞いてきます（解決）

社⾧：「おまえ、全部わかってねーじゃねか！」

ひ：「だってわかんないんだモーン！社⾧さんだってわかんないんでしょ！」

社⾧：「ばか俺は色々忙しいからそんなことを調べている暇はねーだ！ばか！」

ひ：「私だって色々忙しいです！！」

さすがに5回目

専務：「次からお金とるからね」

静まりました。

素材力 設計デザイン力 施工技術力
品物の品質 お客様の希望の見える化 設計を再現化

商品（ブランド）力

造園業界だけでなく外構屋さん、ハウスメーカーさんなど様々な業種がありますが、その中

でもバラツキがありそれぞれ違います。どの業者がいい？などの話をよく聞きますが、良い悪いではなく「モノづくりの考え方」が違うため結果が異なるだけの話です。

同じ高級車でも走り重視のBMWと快適さ重視のベンツでは違うのと同じです。私たちの商品力とは何か ということをずっと深堀して考え方程式にして表すと、上の

式となります。どれだけ良い腕があっても植木を良く見せるにも限界があります。やはり「良い樹形」の良い品質のものでなければ成立しません。また、品物がよくても

お客様満足のための品質ですから、いくら我々が良いと思っても満足度には反映されません。そのためお客様の想いを見える化し共有することが大切で、それらを

限りなく再現させることすなわち「施工技術」が伴い始めて「商品力」となります。庭造りでは、家を建てるのとは少々異なり庭木は唯一無二のもので、実際に現場で

植えてみたら見え方が違うということもあるため「現場合わせ」というものがありますが、極限まで設計図面に合わせる技術が必要です。逆に言うと、実現できない

設計を描くのは論外ですが…施工とデザイナーが別々にいる会社では

よく揉めるなんてことも聞いたことがありますが、当園は社⾧はじめ

施工するものが品を選び仕入れ、設計デザインを起こし、施工する

といった一貫スタイルです。これからも私たちは商品力の磨きあげ

に精進してまいります。


